
 閑叟公銅像関係  （明治４５年）   

 明治４１年、幕末の名君といわれた鍋島閑叟（直正）の銅像建設の機運が盛り上がりま

した。 
 大隈重信を建設委員長に、県内外の旧藩士民から寄付がよせられ、現在の松原神社西側

あたりに建設されました。 
 「閑叟公銅像建設趣意書並寄付手続及報告書」には、建設委員として 
・中牟田倉之助（幕末三重津海軍所の創設に尽力、後・海軍中将） 
・久米邦武（岩倉使節団随行「特命米欧回覧実記」編者） 
・納富介次郎（石川県金沢区工業学校・富山県工芸学校・香川県工芸学校・佐賀県立有田

工業学校の創設者） 
・岡田三郎助（洋画家） 
など、全国で活躍した佐賀出身者の名前が見受けられます。 
 銅像の高さは、1 丈乃至１丈 2 尺（3～3.6ｍ）、模型製造は、技師・長沼守敬となってい
るほか、除幕式当日の佐賀日日新聞では模型制作に東京美術学校講師・武石弘三郎。台座

設計には、早稲田大学教授・岡田信一郎、銅像鋳造は地元の谷口鉄工所があたったと伝え

ています。 
 除幕式は、最後の藩主鍋島直大夫妻、大隈重信等を迎え大正２年１１月Ⅰ日に執り行わ

れました。 
 同日、銅像建設の返礼として鍋島家が建設した「佐賀図書館」の落成式が併せて行われ

ました（図書館は昭和４年に県に移管されましたが、その跡地が現在旧図書館跡地駐車場

となっています）。 
 銅像は、残念ながら「国家総動員法 にもとづく 金属類回収令」 により供出されました
ので残っていません。 
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